
2020.3   Laser Focus World Japan12

激動の時代を操舵する
レーザ市場

材料加工、通信、医療、計測機器、センサ、研究、防衛、エンタテインメントの各分
野を対象とする世界レーザ市場は、製造業の低

迷や不安定な政治情勢と戦いながら、
伸び率にはかなり起伏があるもの

の、成長を続けている。

コナード・ホルトン、
アレン・ノジー、
ジェフ・ヘクト、
バーバラ・ゲフベルト
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はじめに
コナード・ホルトン

（Laser Focus World誌編集主幹）

　2019年は、多くのレーザ市場分野
において厳しい1年だった。世界経済
を構成する他の企業と同様に、レーザ
メーカーも困難な経済的及び政治的動
向に直面し、貿易障害や関税の影響
を受けた。2020年版のレーザ市場分
析となる本稿で説明するように、レー
ザの応用分野や種類によって、苦戦し
た部門もあれば、力強く成長し、今後
のさらなる発展を期待させる部門もあ
った。部門ごとに状況や様相はそれぞ
れ異なる。
　レーザ市場全体の年間売上高として
は、2019年の成長率は1.3%だったと
推定される。2018年には8.5%、2017
年には19.2%と、堅調に成長していた。
企業各社の2019年最終四半期決算報
告が、本稿執筆時点でまだ発表されて
いないが（2020年1/2月発表予定）、
2019年のレーザ市場総売上高は約150
億ドルになると、本誌は見積もってい
る（図1）。
　朗報として、2020年には年間売上
高成長率が、10%程度という標準的
な状態近くまで回復すると期待できる
と、本誌は予測している。ただしもち
ろん、景気が後退しないこと、そして、
貿易摩擦に決着がつくか、これ以上悪
化しないことが条件である。

世界経済動向
　古くから存在する多くの世界経済指
標によって、レーザメーカーが直面す
る課題が指し示されている。経済協力
開発機構（Organization for Economic 
Cooperation and Development：
OECD）は2019年11月下旬に、貿易
摩擦、企業投資の低迷、持続する政

治不安により世界経済が圧迫され、長
期の景気停滞を引き起こすリスクが高
まっていると宣言した。世界のGDP
成長率については、2019年はグレート
リセッション（Great Recession）以来
の最低水準となる2.9％となり、2021
年にかけてその程度にとどまると予測
した。
　 米 国 のGDP成 長 率 は、2020年 と
2021年に約2%に鈍化すると予測され
ている。欧州連合（EU）と日本の同期
間 のGDP成 長 率 は約1%、 中 国 は、
2018年には6.6%だったのに対して
2021年には5.5%まで減速すると予測
されている。特にドイツは、関税と英
国のEU離脱に関する懸念が貿易相手
国に影響を与え、製造業の低迷が悪化
している。
　政治不安が、成長率低下の最大の要
因である。何十年にもわたって世界貿
易体系の運営基準となってきた規則が
変更または消滅するのではないかとい
う疑問が湧き上がっているためであ
る。消費者支出は持続しているものの、
鈍化の兆候を示しており、自動車販売
はこの1年間で大幅に減少した。それ

に加えてOECDは、デジタル化による
ビジネスモデルの変化や、気候変動と
人口動態の変化による既存行動パター
ンの崩壊といった、より深い構造的変
化を指摘している。
　しかし、全く希望が持てないという
わけではない。レーザ企業を含むグロ
ーバル企業は、新しい条件に適応して
競争力を維持し、米国関税の影響を受
けない国に製造事業を移行する動きも
見られる。SEMIは、2019年の世界半
導体製造装置販売額が、前年比で
10%以上減少するが、2020年には回
復に転じ、2021年には再び過去最高
額を更新すると予測している。最後に、
米国消費者は、引き続き経済成長の原
動力となっており、失業率は低く、個
人負債は妥当なレベルにあり、貯蓄率
は比較的高く、支出は3%近く増加し
ている。

本稿の読み方
　本誌では、世界レーザ市場を6つの
主要分野に分割して、市場分析と予測
を行っている。各市場分野には、複数
の技術と応用分野が含まれており、そ
れぞれの市場状況や業績結果は、大き
く異なる場合もある。
　6つの主要分野は以下のとおり。
　材料加工とリソグラフィ：すべての
方式の金属加工（溶接、切断、アニール、
穴あけなど）、半導体とマイクロエレ
クトロニクスの製造（リソグラフィ、
スクライビング、欠陥修復、ビアホー
ル加工）、すべての材料のマーキング、
その他の材料加工（有機材料の切断と
溶接、ラピッドプロトタイピング、微
細加工など）が含まれる。
　通信と光ストレージ：テレコム、デ
ータ通信、光ストレージの用途に使用
されるすべての半導体レーザと、光増
幅器用のポンプレーザが含まれる。
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図1　レーザ年間売上高の推移と2020年
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　科学研究と軍用：大学や国立研究所
などで基礎研究と開発に使用されるレ
ーザと、測距計、照明装置、赤外線防
衛手段、指向性エネルギー兵器研究な
どの新規、及び既存の軍用レーザが含
まれる。
　医療と美容：眼科（屈折矯正手術と光
凝固手術を含む）、外科、歯科、治療、
皮膚、毛髪、及びその他の美容の用途
を含む。
　計測機器とセンサ：生物医学計測機
器、分析機器（分光計など）、ウエハと
マスクの検査、計測工学、水準器、光
学マウス、ジェスチャ認識、ライダ、
バーコードリーダ、その他のセンサが
含まれる。
　エンタテインメント、ディスプレイ、
印刷：ライトショー、ゲーム、デジタ
ルシネマ、前面及び背面プロジェクタ
ー、ピコプロジェクター、レーザポイ

ンター用のレーザが含まれる。また、
商業用プリプレスシステムと写真仕上
げ用のレーザに加えて、消費者用及び
商業用の従来型のレーザプリンターも
含まれる。
　以降のセクションでは、まずは米ス
トラテジーズ・ アンリミテッド社

（Strategies Unlimited）のレーザアナ
リストであるアレン・ノジー（Allen 
Nogee）が、上記の6つの市場分野別に、
2019年の分析と2020年の予測につい
て、売上高の推移を示すグラフととも
に解説する。続いて、本誌の寄稿編集
者であるジェフ・ヘクト（Jeff Hecht）
が、通信分野の投資に影響を与えるい
くつかの主要プロジェクトについて、
BioOptics World誌編集長のバーバラ・
ゲフベルト（Barbara Gefvert）が、医
療及び美容用レーザにおける主要な技
術動向とビジネストレンドについて、

それぞれ説明する。
　材料加工市場の詳しい分析結果につ
いては、Industrial Laser Solutions誌
編 集 長 のデビッド・ ベルフォルテ

（David Belforte）が 執 筆 し た 記 事
（http://bit.ly/ILSMktRev）が、Indus 
trial Laser Solutions Japan誌の4月号
に掲載されるので、参照してほしい。
　SPIE Photonics Westにおいて2020
年2月3日に開催された第32回Lasers 
& Photonics Marketplace Seminarで
は、最新データと予測を加味したレー
ザ市場の詳細な分析結果を、アレン・
ノジーが発表している。
　最も包括的なデータと分析結果を示
す最終報告書となる、「世界のレーザ
市場：市場レビューと予測2020年版」
は、2020年3月にストラテジーズ・ア
ンリミテッド社から発行される予定で
ある。

2020.3   Laser Focus World Japan14

レーザ市場分野別分析と
予測
アレン・ノジー

（米レーザ・マーケット・リサーチ社
[Laser Markets Research]社長）

材料加工とリソグラフィ
　全般的に、2019年は材料加工用レ
ーザにとっては素晴らしい年ではなか
った（図2）。基盤となる世界経済は、
概して好調な状態で2019年に突入し
たが（欧州には一部、例外の地域もあ
った）、2つの迫りつつある問題が存在
した。つまり、米国が輸出入する製品
に課されるさまざまな関税と、中国の
レーザ企業の競争力の高まりである。
　中国レーザ企業との競争は今に始ま
ったことではないが、最近ではさらに
多くの企業が登場し、ますます出力の
高いファイバレーザを提供している。

一時期は、ほとんどの中国製ファイバ
レーザが、マーキング用の出力レベル
にしか対応していなかったが、ここ数
年で、キロワットレベルの材料加工事
業の大きな割合を占める、2 ～ 6kW
の出力に対応する中国製ファイバレー
ザが、ますます多く提供されるように
なった。中国製の高出力ファイバレー

ザが広く提供されるようになったこと
で、レーザ価格が下落し、平均販売価
格がこの1年間で25%以上低下した地
域もある。
　中国以外のレーザ企業にとっては、
それだけでも災難だが、他の要因によ
って状況はさらに悪化している。米国
が最近になって輸入品に課した貿易関

年

売上高
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出典：ストラテジーズ・アンリミテッド社
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図２　材料加工とリソグラフィ
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税や、他の国（主に中国）が報復措置と
して課した同様の関税は、通常のレー
ザ貿易に大きな影響を与えた。米IPG
フォトニクス社（IPG Photonics）や独
トルンプ社（Trumpf）といった大規模
企業ならば、別の国に製造業務を移し
て関税を回避することが概して可能で
ある。しかし、そうした方策にも、追
加課税が発生したり、出荷費用や人件
費が高かったりといった、レーザ製造
の移管に伴う負の影響が他に潜んでい
る可能性がある。規模の小さなレーザ
メーカーは、関税を受け入れるしか他
に選択肢がない場合が多く、それによ
って収益は大きな打撃を受ける可能性
がある。
　販売された材料加工用レーザの用途
と種類に関しては、溶接のほうが切断
よりも好調で、全般的には、特に溶接
を対象とする、6kW以上の高出力レ
ーザが最も力強い伸びを示した。これ
は間違いなく、中国以外の企業にとっ
てプラスに働いた。中国メーカーは全
般的に、高出力レベルで高品質なレー
ザの製造に苦戦しているためである。
しかし今後数年で、その状況は変わる
可能性がある。
　付加製造（積層造形）用レーザは、あ
まり芳しくなかった2018年に続いて
2019年は低調な1年だった。そうした
3Dプリンターのほとんどが欧州企業に
よって製造されており、この分野だけ
でなく欧州の多くの業界が、2019年は
低調に推移した。半導体とPC基板製
造用のレーザは、2019年に比較的好調
だったが、この分野も鈍化しているこ
とを示す多くの兆候が見られる。太陽
光発電製造用のレーザも振るわなかっ
た。ソーラーパネルの主な消費国は中
国で、中国経済の減速が太陽光発電事
業の成長に影響を与えたためである。
　リソグラフィ部門は、2020年に比較

的好調になると本誌は予測している。
それらのレーザの成長のほとんどが、
EUVの導入に関連付けられるためであ
る。半導体事業の一時的な低迷と関係
なく、EUVの導入は進行するはずであ
る。材料加工の2020年の予測はそれ
よりもやや難しい。特に中国との間の
貿易関税が緩和されれば、レーザ販売
はいくらか回復するかもしれないが、
低価格の中国製ファイバレーザの過剰
供給によって、今後数年間は価格に負
の影響が生じる見込みである。

通信と光ストレージ
　通信用レーザの売上高は2019年に
減少した。この分野は、中国の貿易関
税の影響を最も大きく受けた（図3）。
2018年には、通信用レーザの売上高
が複数年サイクルの底を打ったが、
2019年には上昇に転じると本誌は予
測していた。残念ながら、中国の貿易
関税が通信分野に与えた負荷は大き
く、回復は実現しなかった。
　通信用レーザの売上高には、本質的
に明確なサイクルがあり、新技術の大
規模導入は、世界中で足並みをそろえ
て発 生 する傾 向 にある。2017年 と
2018年に、第4世代（4G）セルラー実
装がほぼ完了し、2019年には、第5世
代（5G）の展開が本格化し始めた。全

般的にその動きに変わりはないが、中
国関税に伴うコストの増加を理由に、
一部の装置に遅延が発生している。
　2020年のレーザ売上高は、少なく
とも平均的な水準になるはずだと本誌
は考えている。中国でいくらか鈍化す
るとしても、5Gの加速化は続き、景
気が後退しても大不況に至らなけれ
ば、その動きが延期されることはない
と思われるためである。
　光ストレージ用レーザについては、
その使用の先行きは相変わらず暗い。
DVD、CD、ブルーレイなどのメディ
ア販売は引き続き減少し、より多くの
クラウドベースやストリーミングソリ
ューションの出現に伴って大容量のロ
ーカルストレージの必要性は失われて
いく。熱支援磁気記録（Heat-Assisted 
Magnetic Re cor d ing：HAMR）、つま
り、磁気メディアのストレージ容量を
増加するためのレーザの利用は、また
もや延期された。米シーゲイト社（Sea 
gate）の16TB、3.5インチのHAMRド
ライブは現在、2020年に発売される
と見られているが、不確かだ。米ウェ
スタン・デジタル社（Western Digital）
は、HAMRに似ているがレーザを全く
使わない、マイクロ波アシスト磁気記
録（Microwave Assisted Magnetic 
Re cor d ing：MAMR）技術に移行して

年
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出典：ストラテジーズ・アンリミテッド社
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図３　通信と光ストレージ
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いる。HAMRがついに商業提供され
ることになったとしても、もはや気に
かける人がいるだろうかという疑問も
ある。

科学研究と軍用
　研究開発分野における2019年の世
界レーザ支出は、小幅ながら増加した

（図4）。米国政府は、研究開発用レー
ザ支出を縮小したが、中国政府は、そ
の分を埋め合わせる以上に支出を増加
させた。欧州は、景気が失速している
にもかかわらず、研究開発用レーザ支
出は、2019年を通して基本的に横ば
いだった。民間企業の研究開発用レー
ザ支出は、企業によってかなりまちま
ちで、支出を増やした企業もあれば減
らした企業もあったが、年末に近づく
につれて景気後退の懸念が広がり、ほ
とんどの企業に研究開発費を減らす傾
向が見られた。
　軍用レーザの売上高については、
2018年 は 素 晴 ら し い 年 だ っ た が、
2019年はそれをさらに上回った。ロ
ナ ル ド・ レ ー ガ ン 大 統 領（Ronald 
Reagan）が1983年にレーザミサイル
防衛システム（スターウォーズ計画）を
提唱して以来、米国は軍事目的にレー
ザを導入しようと試みてきたが、ほと
んどのシステムがあまりにも高額で、
結局は成功に至らなかった。しかし、
ここ数年は、ドローンや似たような小
さな標的が新たな脅威となっており、
より小 型 の指 向 性エネルギー（Di- 
rected Energy：DE）のレーザ兵器が新
たに関心を集めている。そうした兵器
は、船や陸上車両の上で試験されてお
り、小型航空機に搭載する取り組みも
進められている。レーザは、発射体で
はなく光を放つため、こうした兵器は、
製造コストはかかるが、長期的に見れ
ば、運用コストは安価になる可能性が

ある。
　軍用レーザの売上高は、今後数年間
高い状態が続くと予測される。指向性
エネルギーのレーザ兵器は、テロリス
ト集団によるドローンやその他の小型
航空機や船舶の利用増加という、深刻
化する問題に対する完璧な解決策とし
てとらえられている。また、2020年の
研究開発用レーザの売上高も、中国以
外では横ばいになるが、中国では増加
すると、本誌は予測している。

医療と美容
　医療用レーザは、年間売上高成長率
が10%を超える状態が数年間続いた後
に、2019年には小休止状態に入って
成長率は減少したが、それでも6.7%
というまずまずの結果を示した（図5）。

医療用レーザの売上高は、歯科用、美
容用、眼科用、外科用という4つの異
なる部門に分類することができる。
　歯科用レーザの売上高は、異常なほ
ど に 好 調 だ っ た2018年 に 続 い て、
2019年も少し増加した。歯科用レー
ザは、歯科医と患者の双方にメリット
をもたらすが、保険会社から歯科医へ
のレーザ利用に対する払い戻しに時間
がかかり、また、ほとんどの歯科医院
が小規模であることから、レーザのコ
ストを負担できない場合も多い。
　外科用レーザの売上高は、米食品医
薬品局（Food and Drug Admini stra-
tion：FDA）が前立腺がん手術での新し
いレーザの使用を承認したことを受け
て、2019年に素晴らしい成長を見せた。
外科手術におけるレーザ利用は増加し

2018 2019 20202016 2017年
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図４　科学研究と軍用

図５　医療と美容
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ている。レーザを使用すれば、より高
精度な結果が得られる可能性が高く、
また、手術用器具とは異なり、レーザ
光線そのものが細菌を拡散することは
ない。
　レーシック手術など、眼科における
レーザ利用はこの3年間、増加の一途
をたどってきた。それは、多くの地域
で好景気が続いていることと、その費
用を支払える人口が増えていることを
反映している。そうした手術は緊急性
がなく、受けるかどうかは選択可能だ
からである。しかし最近では、この部
門の成長にやや鈍化傾向が見られる。
　美容用レーザの売上高については、
状況はそれほどバラ色ではない。同部
門が多年にわたって非常に好調に推移
してきたのは、半導体レーザの価格が
低下したためだけでなく、人口の高齢
化に伴って非外科的処置の価値が見出
されたためでもある。しかし2019年
には、それまで10%を超えていたレー
ザ売上高の成長率が、4%にまで落ち
込んだ。中国と米国の間の貿易関税が、
何らかの影響を与えた可能性が高い。
かなりの数の美容用レーザが、中国と
米国の間で輸出入されているためであ
る。また、中国、欧州、そしてアジア
の他の地域の景気失速も、悪影響を及
ぼした。
　将来的には、医療用レーザ売上高の
成長率が2019年の水準よりも鈍化す
ると本誌は予測している。成長の大部
分を支えるのは、アジアの多くの地域
で増加する中流階級だが、それらの地
域で景気が低迷すれば、特に美容分野
の緊急性のない施術は減少する可能性
がある。

計測機器とセンサ
　このレーザ分野は、規模が最も大き
な部類には含まれないが、高い成長の

可能性を秘めた分野である（図6）。こ
の分野には、分光法やフローサイトメ
トリー（flow cytometry：流量血球計
算）用のレーザ、ライダ用のレーザ、
その他の3Dセンシング用にスマート
フォンに搭載されるレーザが含まれる。
これらの応用分野別に状況を紹介し、
力強い成長の可能性を持つ理由を示し
たいと思う。
　最初に取り上げるのは、科学／医療／ 
犯罪捜査の分野である。ここ数年で、
安価な半導体レーザに高性能で低コス
トの処理能力を組み合わせた、多様な
携帯型機器が製造されるようになり、
安全性スクリーニングや脅威検出（国
土安全保障、空港のスクリーニング検
査）、法執行業務（麻薬などの違法物質
の識別）、純度や真正性の迅速な判定

（製品の安全性や不純物混和の検出、
製品の真正性試験、偽造防止）に利用
できるようになった。2019年にはこれ
らの応用分野のすべてを合わせて、セ
ンサ用レーザの約40%を占めた。
　2番目に成長著しい分野は、ライダ
用レーザである。自動運転車だけでな
く、商用車（2019年の「Audi A8」な
ど）、地理マッピング、ドローン操縦、
建築構造にも利用され始めている。ラ
イダの価格は急速に低下しており、ま
すます多くの応用分野にこの技術が利

用できるようになっているが、ライダ
が自動運転車に必要になる日が来ると
は思わない人も、いまだ多数存在する。
　3番目に急速に成長している応用分
野には、垂直共振器面発光レーザ（Ver-
tical Cavity Surface Emitting La ser：
VCSEL）、端面発光半導体レーザ、3D
センシングが含まれる。量産用途向け
にレーザを使用するセンシング製品
は、米マイクロソフト社（Microsoft）
が2010年に発売した「Xbox」用の初
代「Kinect」に端を発する。その後、
スマートフォン用のレーザ「巻き尺」や
レーザ距離計などが登場した。2017年
には米アップル社（Apple）が、「Face 
ID」という顔認証によるロック解除機
能などに利用するために、「iPhone」
にさらに多くのレーザを搭載し始め
た。アップル社がこれを始めると、他
のほとんどのスマートフォンメーカー
がそれに追従した。ただし、「Android」
上でこの技術が信頼できる形で機能す
るようになったのは、2019年に入っ
てからである。全般的には、この分野
の売上高と成長率は、センシング分野
の中で最も高く、売上高は今後数年間
で倍増する可能性がある。しかし
2019年には、3Dセンシング用レーザ
の売上高はわずかしか伸びなかった。
その理由はこれらのレーザを採用し

2018 2019 20202016 2017年

売上高
（ඦສถυルʣ

出典：ストラテジーズ・アンリミテッド社
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図６　計測機器とセンサ
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た、Android搭載スマートフォンと中
国製スマートフォンの普及が進まなか
ったためである。
　2020年以降は、さらに多くのスマ
ートフォンにセンサ技術が採用される
ようになり、この分野の成長に貢献す
ると考えられる。しかし、世界経済の
減速に伴い、スマートフォンの購入も
鈍化し、それが売上高に悪影響を与え
る可能性がある。今のところ、ライダ
やその他の自動運転技術用のレーザは
有望に見えるが、その全体規模は比較
的小さい。

エンタテインメント、
ディスプレイ、印刷
　ディスプレイやエンタテインメント
用のレーザは、ほぼどの分野よりも規
模は小さいが、ここ数年間は成長し続
けている（図7）。この分野には、ライ
トショー、業務用／家庭用テレビとプ
ロジェクター、そして映画館で使われ
るシネマプロジェクションシステムと
いう、3つの主なレーザ応用分野が含
まれる。
　レーザライトショー市場は、数年間
にわたって成長し続けてきたが、2019
年には縮小に転じた。多くのライトシ
ョー用レーザが中国製であることか
ら、この市場は、コストの大幅増加に
つながる恐れのある貿易関税の影響を

受けた。ライトショー用レーザは、エ
ンタテインメント／ディスプレイ用レ
ーザの約30%を占める。
　業務用／家庭用テレビとプロジェク
ターの応用分野は成長している。より
多くの業務用プロジェクターに加え
て、短焦点テレビプロジェクターにも、
徐々にレーザが搭載されるようになっ
ているためである。最近では、韓国
LG社、中国ハイセンス社（Hisense）、
ソニーのすべてが、ホーム市場向けに
ハイエンドな製品を投入している。
　商業用映画館において、キセノンラ
ンプの代わりに1つ以上のレーザを光
源として利用するという応用分野が、
3つの中で最も規模が大きく、また、
最も興味深い分野である。一般的には、
赤、青、緑（RGB）のレーザを混合し
て白色光を生成するか、青色レーザと

黄色蛍光体ホイールを使用してすべて
の色彩を生成するという、2つの方法
でこれが実現される。RGBレーザは一
般的に大型映画館で採用され、レーザ
蛍光体は複合施設で採用されることが
多い。中国がこの市場をけん引してお
り、2018年だけで9000を超えるスク
リーンが構築され、映画館総数は米国
を上回った。
　2020年には、中国で構築されるレ
ーザ採用のデジタルシネマの数が引き
続き増加する見込みだが、同市場の飽
和を示す兆候も見られる。テレビとプ
ロジェクター用のレーザは、特に価格
の急激な低下に伴って、成長し続ける
だろう。レーザライトショー分野は、
中国との貿易関税の悪影響を被ってお
り、この状態は2020年も続く可能性
がある。
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不安定な情勢の最中に到来
するネットワークの
新しい波
ジェフ・ヘクト

（寄稿編集者）

　通信は世界規模の事業であり、同市
場の2大大国である米国と中国の関係
が緊迫する中、2020年は先行き不透

明な状態での幕開けとなった。144テ
ラビット／秒という記録的な伝送容量
を達成するとして2年前に期待を集め
た「Pacific Light Cable Network」

（PLCN）は、特に論争の的となってお
り、セキュリティ上の懸念を理由に、
米国ネットワークへの接続に対する正
式承認が頓挫した状態にある。
　2年前に発表されたこの太平洋横断

ケーブルは、2019年にサービスを開始
する予定だった。CバンドとＬバンド
の両方のエルビウム添加ファイバ増幅
器を使用し、それぞれ24テラビット／
秒のファイバペア6本で香港とロサン
ゼルスの間を結ぶ、全長1万2000km
のケーブルが敷設された。米フェイス
ブック社（Facebook）と米グーグル社

（Google）が同プロジェクトを支援し、

図７　エンタテインメント、ディスプレイ、印刷
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それぞれ同ケーブルの1本のファイバ
ペアを保有している。3億ドル規模の
同システムの残り4本のファイバペア
は、中国第4の規模を誇る通信企業で
あるドクター・ペン・テレコム・アンド・
メディア・グループ社（Dr. Peng Tele 
com & Media Group）が保有している。
　米国土安全保障省（Department of 
Homeland Security：DHS）は2018年1
月、セキュリティ調査が完了するまで、
同ケーブルの米国ネットワークとの接
続運用に対する承認を延期するよう、
米連邦通信員会（Federal Communica-
tions Commission：FCC）に求 めた。
FCCは2019年12月、セキュリティ調
査はまだ進行中だと述べたが、2019
年9月末には、ケーブルの敷設と試験
を2020年3月までの180日間継続する
ことを許可している。セキュリティ上
の懸念は、ドクター・ペン社が、北京
警察用の光ファイバ監視システムなど
の中国政府の事業を請け負っているこ
とや、中国ファーウェイ社（Huawei）
の主要サプライヤーであることが原因
であるとされている。
　本稿執筆時点で、PLCNの運命はま
だ定まっていない。太平洋を横断する
トラフィックは引き続き急速に増加し
ており、ほぼ完成している主要国際ケ
ーブルの使用を阻止する行為は、政治
にもビジネスにも影響を与えそうだ。

ブロードバンド提供、
Fiber To The Home、5G
　無線事業者各社によって大々的に推
進されている5Gだが、その展開をめ
ぐっても暗雲が立ち込めている。FCC
は、無線企業が連邦補助金を利用して、
セキュリティ上の脅威とみなす中国企
業であるファーウェイ社とZTE社の2
社から通信装置を購入することを禁止
した。その技術的実装には、重要な疑

問が残っている。
　5Gは、名目上は次世代セルラーネ
ットワークとして展開されるが、そこ
には、モノのインターネット（Internet 
of Things：IoT）、自動運転車、モバ
イル動画やゲームなど、幅広い種類の
用途に対して帯域幅を拡大するという
目的も存在する。エンドユーザーは、
ゆくゆくは26GHzよりも上の周波数
帯で、さらなる無線帯域幅の大部分を
得ることになる。そうした周波数帯で
は大気の吸収率が高いため、基地局を
大量に増設して、よりエンドユーザー
の近くに配置する必要がある。
　サービスプロバイダーのネットワー
クから基地局塔までの「バックホール」
には、光ファイバが現在広く採用され
ており、帯域幅の増加に伴って、これ
を加入者宅の近くまで敷設することが
必要になる。しかし、高利得の適応型
アンテナを基地局に設置すれば、高周
波数の固定無線の距離を延長すること
ができ、5Gブロードバンドを提供する
ために家庭まで光ファイバを引き込ま
なくても済む可能性がある。
　これまでのところ、Fiber To The 
Home（FTTH）またはFiber To The 
Building（FTTB）は、東アジアや、新
たにネットワークを敷設する小さな
国々において、光ファイバが家庭まで
敷設されているほとんどの顧客を取り
込んでいる。例えば、シンガポールの
90%、韓国の80%、日本の70%、中
国の60%の世帯が、光ファイバを利用
している。ウルグアイやラトビアでも
その利用率は50%を超えている。米国
や、国土の広い欧州連合加盟国は、そ
れに比べると遅れた状態にあり、欧州
FTTH委員会（FTTH Council Euro-
pe）によると、光ファイバに加入して
いるのは、全世帯のわずか15%だとい
うことだ。

　英CRUグループ社（CRU Group）の
主席アナリストであるリチャード・マッ
ク氏（Richard Mack）によると、その
差には、米国と5つの主要EU加盟国で、
光ファイバが家庭まで敷設されている
世帯が約40%にとどまることと、そう
した世帯においても光ファイバへの加
入率が低いことの両方が反映されてい
るという。どちらの地域においても、
最新技術を提供するケーブルテレビシ
ステムの競争力が高く、米国世帯の
40%がブロードバンドケーブルサービ
スに加入している。一部の欧州市場で
は、光ファイバは近隣ノードまでしか
敷設されておらず、各家庭は強化され
たVDSLに接続されているという。
　連邦政府や地方自治体、電力会社な
どの団体が、特に過疎地において、
FTTHシステムの拡大に取り組んでい
る。米国ではファイバーブロードバン
ド 協 会（Fiber Broadband Associ ati-
on：FBA）が、オールファイバのネット
ワークをほぼ全世帯を網羅するように
拡大する取り組みを進めており、同協
会の最高経営責任者（CEO）を務める
リサ・ヤンガーズ氏（Lisa Youngers）
は、「さらに700億ドルを投入するこ
とによって、今後10年のうちにファイ
バブロードバンドネットワークは全米
国世帯の90%に到達できるようにな
る」としている。

衛星インターネットサービス用の
レーザバックボーン
　計画された低地球軌道に通信衛星群
を配置し、グローバルな光ファイバネ
ットワークが未だ利用できない世界人
口の半数に、ブロードバンドサービス
を提供する取り組みにおいて、衛星間
レーザリンクは重要な役割を担う。そ
の技術は、実現に向けて急速に進行し
ている。2019年には、イーロン・マス
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ク氏（Elon Musk）が経営する米スペー
スX社（SpaceX）が、同社の「Starlink」
システム用の60基の実験衛星の打ち
上げを2回実施した。レーザ送信機を
製造する独マイネリック社（Mynaric 
AG）のポール・コーンウェル氏（Paul 
Cornwell）によると、宇宙内通信用の
レーザ送信機を搭載する最初の実験衛
星が、2020年終盤に配備される見込
みだという。
　低地球軌道に打ち上げた数百から数
千の小型衛星を連携させて一体的に運
用する衛星コンステレーションによっ
て、世界中の地上局にインターネット
接続を提供するというのが、その概念
である。アフリカや南米の多くの地域
や、中央アジア、北米中部の過疎地、
北極圏など、現時点でインターネット
が十分に利用できない地域に、ブロー
ドバンドサービスを提供することを目
的としている。地上との間のリンクは、
マイクロ波またはレーザで実現可能だ
が、計画されているほとんどのシステ
ムで、衛星間のデータ中継にはレーザ
リンクが採用されることになってい
る。ネットワーク上で、データは一連の
衛星間レーザリンクを介して、送信先
まで伝送される。衛星は地上数百km 
の軌道上にあるため、宇宙空間を通っ
て伝送される信号の遅延は、地上の光
ファイバケーブルよりも低く、対地同
期軌道上の衛星と比べればはるかに低
い。まずは10Gbpsの速度を達成する
とされるデータ伝送に加えて、レーザ
リンクは、ビームを衛星間で適切にそ
ろえ、衛星を適切な軌道に維持する上
でも役立つ。

　30社を超える企業が、このような小
型衛星に関する計画を発表している。
最も野心的な構想を打ち出しているの
がスペースX社で、4万2000基もの衛
星を軌道に投入する計画を申請してい
る。米アマゾン社（Amazon）と米ボー
イング社（Boeing）は数千基の計画を
発表し、その他の企業は数百基を予定
している。スペースX社は、それぞれ
7 ～ 15kgの4つのレーザ送信機を、衛
星上で使用する計画である。各衛星の
重量は数百kgである。
　独テサット・スペースコム社（Tesat 
Spacecomm GmbH）が提供した最初
の商用衛星間リンクは、低軌道画像撮
影衛星から対地同期軌道までデータを
伝送し、軌道までのマイクロ波伝送を
実現した。低軌道衛星のペアをリンク
するレーザ送信機を製造するマイナリ
ック社は、軌道内実験を検証する顧客

（非公表）に複数のレーザ送信機を供給
する契約を受注している。コンステレ
ーション運用と通信の要件をシステム
が満たせることを確認するために不可
欠となるこの実験は、2020年に開始
される予定である。コーンウェル氏は、

「2020年は、衛星間レーザを搭載する
最初の稼働衛星が打ち上げられてエン
ドユーザーにサービスを提供するのを、
目にする年になる可能性が非常に高
い」と述べている。そうなれば、新し
い技術としては異例なほど短期間で、
離陸に漕ぎつくことになる。

マルチモードファイバの復活
　学校、病院、工場、軍事基地では、
新しいビーム成形技術を利用し、従来

のマルチモードファイバを介して、
10Gbpsで信号を伝送することで、コ
ストを削減している。「従来の（グレー
デッドインデックス型）ファイバでは、
数 百メートルを超 えると、 速 度 は
100Mbpsまでに制限される」と、仏カ
イラブズ社（Cailabs）のCEOを務める
ジャン=フランソワ・モリズール氏

（Jean-François Morizur）は述べてい
る。新しいビーム成形技術は、シング
ルモード光源からの光の99.5%を、グ
レーデッドインデックス型ファイバの
多数のモードの1つに結合することが
できる。光はその後、最大10kmまで
そのモードにとどまるため、一般的に
グレーデッドインデックス型ファイバ
の伝送距離を制限する要因となる、モ
ード分散が回避される。適合するカプ
ラによって、そのモードから光が抽出
される。
　モリズール氏によると、カイラブズ
社はこれまでに、4km以上の距離に対
応するシステムを実装済みだという。
次のステップは、データレートを100 
Gbpsに上げることだと同氏は述べた。
このシステムは、波長分割多重もサポ
ート可能である。「週末にアップグレー
ドすることができる」と同氏は付け加
えた。同社はこれまで、事業のほとん
どを欧州で展開していたが、2019年
11月には仏エクスクルーシブ・ネット
ワーク社（Exclusive Networks）との
間で、システムを米国とカナダで販売
する契約を結んだ。ただし、構内ネッ
トワークの運用者は通常、標準に準拠
した装置を好むと、リチャード・マッ
ク氏は警告している。

需要が拡大する世界市場
バーバラ・ゲフベルト

（BioOptics World誌編集長）

　世界医療／美容用レーザ市場に関す
る米レーザテル社（Lasertel）の年次ホ
ワイトペーパーの第一の結論は、技術

的進歩とそれに伴う施術費用の低下
も、年平均成長率（CAGR）が2ケタと
いう同市場の成長を促進する要因の1
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つではあるが、この成長における、群
を抜いて最大の要因は、「レーザによ
る皮膚施術に対する消費者需要の爆発
的増加」だということである。
　この報告書では、爆発的増加の理由
として以下の4点を挙げている。
　１．レーザによる美容施術の認知度
と容認度の高まり。スパ施設で提供さ
れる従来のサービスに並んで、脱毛や
美肌などを目的としたレーザ施術が広
く提供されるようになったこと（また、
それが非常に有効で経済的であると認
識されたこと）が、このトレンドのエ
ビデンスである。
　２．可処分所得の増加。収入の増加
とコストの低下が相まって、レーザ施
術は顧客層を大きく拡大している。
　３．ライフスタイルの変化。余暇の
増加と、余暇時間の過ごし方の変化に
よって、需要が促進された。
　４．医療ツアー。他の要因に加えて
航空運賃が低下したことにより、多く
の個人客が施術を受けるために国外に
旅行するようになった。リゾート気分
を味わえる特殊な美容施術施設を設け
る国も存在する。
　「Aesthetic Laser Market Outlook: 
Where Are the Opportunities for 
Medical Device Manufacturers in 
2019?」（美容レーザ市場の見通し：医
療機器メーカーの2019年の機会はど
こにあるか）という表題のこのホワイ
トペーパーによると、あらゆる技術を
含 む世 界 美 容 医 療 市 場 の規 模 は、
2024年までに210億ドルを超える見込
みだという。この分野で使用されるレ
ー ザ は、10.8%のCAGRで 成 長 し、
2026年までに19億3000万ドル相当に
達する見込みである。よりサイズが小
さくエネルギー効率の高い半導体レー
ザによって、美容施術に使われていた
ガスレーザがほぼ置き換えられたこと

が、ここでの重要な点である。半導体
業界の継続的な進歩が、半導体レーザ
開発に直接的に寄与し、美容業界の厳
しい競争が、その進歩を最大限に活用
する新しい医療装置に対する需要を促
進している。
　レーザテル社によると、美容用レー
ザ市場において、売上高の最大の割合
を占めるのは北米だが、レーザによる
皮膚施術の需要が最も急速に増加して
いるのはアジア太平洋地域で、この3
年間で20%以上増加したという。一
部の国（例えば日本）では、美容用レー
ザの規制緩和が続いているため、その
増加のペースは今後も維持されると予
想される。姿勢の変化に伴って、欧州、
中東、アフリカでも施術は前年比で
16%増加している。レーザテル社は、
欧州では、施術の供給が需要に追いつ
いたところで増加率は横ばいになると
予想している。それ以外の地域につい
ては、経済変動があるために具体的な
予測は難しいが、いずれにしても、ど
ちらもほぼ未開拓の市場であると考え
られている。
　IPGフォトニクス社のCEOで、取締
役会の会長であるバレンティン・P・ガポ
ンツェフ氏（Valentin P. Gapontsev）は、
2019年9月30日を末日とする四半期の
決算報告電話会議で、同社の医療用レ
ーザ事業の売上高が前年比でほぼ倍増
したと述べた。IPGフォトニクス社の場
合は、泌尿器科治療に対する同社のツ
リウムファイバレーザの適用をFDAが
最近承認したことが、その増加の理由
だった。

レーザ眼科処置をめぐる議論
　2018年12月に、レーシック（laser-
assisted in situ keratomileusis：
LASIK）の一種であるスマイル（small 
incision lenticule extraction：SMILE）

の施術を受けて、視力が回復するどこ
ろか悪化したことを苦に、テレビ気象
予報士で小さな子供の母親でもあった
35歳の女性が自殺した事件を受けて、
2019年初頭には、レーザによる視力矯
正の安全性を疑問視する報道が相次い
だ。レーザ施術の後遺症として慢性的
で消耗性の目の痛みが残ったことが理
由で自殺したそれ以外の事例も報じら
れ、FDA眼科機器部門（Division of 
Oph thal mic Devices）の診断・手術用
機器科（Diagnostic & Surgical Devi-
ces Branch）の元責任者で、1999年に
レーシックを承認したチームを率いて
いた、 モリス・ ワックスラー 博 士

（Morris Waxler, Ph.D.）の見解が再度
紹介された。ワックスラー博士は今か
ら10年以上前ではあるが、承認を後
悔していることを表明し、悪影響を受
けた少数ながらも重要な患者のリスク
と有害転帰に関するさらなる透明性を
求めていた。
　しかし、そうした報道が、施術に対
する需要に影響を与えたかどうかは判
断しがたい。本稿でアレン・ノジーが報
告しているように、視力矯正手術を含
むレーザ眼科処置は、ここ数年増加し
ていたが、最近になって減速している。
　より明るい話題としては、高眼圧症
と緑内障の第一選択治療として、選択
的レーザ線維柱帯形成術（Selective 
Laser Trabeculoplasty：SLT、FDA
によって2001年に承認されている）を
目薬と比較した、マルチサイトのラン
ダム化 比 較 試 験（Randomized Con-
trolled Trial：RCT）を報告する研究結
果が、3月にランセット誌（The Lan 
cet）で発表された。この研究では、痛
みのないこのレーザ処置が、適切な安
全性を備え、1回の通院で行える有効
な治療法であり、罹患患者の予後を改
善すると結論付けられている。
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事業売却と買収
　2019年には、医療／美容用レーザ
市場における買収は多くなかったが、
年末を前に3件の発表があった。
　仏ルミバード・グループ（Lumibird 
Group）の子会社である仏クアンテル・
メディカル社（Quantel Medical）は9
月、医療用途向けに光学／レーザソリ
ューションを開発する、スロベニアの
オプトテック・メディカル社（Optotek 
Medical）を買収すると発表した。両社
は長期にわたり、クアンテル社の前眼
房レーザ用のデバイスを開発、及び供
給するというOEM契約を交わして提
携関係にあった。クアンテル社による
と、その提携によって、後発白内障と
緑内障を治療するための革新的なソリ
ューションが実現されたという。「当
社の一連の眼科用レーザ治療製品をさ
らに強化するだけでなく、皮膚科や多
関節アームによるENT手術といった
有望な市場向けのOEMソリューショ
ンを拡大していく」と、ルミバード・グ
ループの会長兼CEOを務めるマーク・
ル・フロイック氏（Marc Le Flohic）は
述べた。
　10月には、血管アクセス、末梢血
管疾患治療、腫瘍学用の低侵襲医療機
器を提供する米アンジオダイナミクス
社（AngioDynamics）が、イスラエル
のエキシモ・メディカル社（Eximo 
Medical）を買収すると発表した。買収
金額として、最初に4600万ドルを支
払い、技術と売上高の達成度に応じて
さらに最大2000万ドルを支払うとい
う。買収に伴い、アンジオダイナミク
ス社の「Vascular Interventions and 
Therapies」（VIT）製品ポートフォリ
オに、エキシモ社が専有する355nm
レーザ技術が追加される。この技術は、
2018年 終 盤 に末 梢 動 脈 疾 患（Peri-
pheral Artery Disease：PAD）の治療

法として、510（k）の認可を取得して
いる（図8）。アンジオダイナミクス社
の社長兼CEOを務めるジム・クレマー
氏（Jim Clemmer）は、「この市場は、
破壊的イノベーションに対する準備が
整った状態にある。このレーザ技術は
高いレベルの精度、安全性、効率を医
師に提供し、それが従来のアテローム
切除装置の代替としての大きな差別化
要素となる」と述べた。エキシモ社の
レーザは、光ファイバケーブルの完全
性を損なうことなく、高出力の短パル
スレーザエネルギーを出力する、画期
的な技術であると報じられている。こ
の買収は、重要な多用途性をもたらし、
その適用範囲を「血管内だけでなく他
の用途にも」拡大すると期待される。
　11月には、女性の健康に向けた技
術を開発する米ホロジック社（Hologic）
が、美容医療レーザを提供していた米
サイノシュアー社（Cynosure）の買収
に伴って2年前に設立した子会社を売
却した。本稿が印刷に回される頃には、
買収が完了している見込みである。プ
ライベートエクイティ企業であるクレ
イトン・デュビリア・アンド・ライス社

（Clayton, Dubilier & Rice：CD＆R）
が、1億3800万ドルでサイノシュアー
社を買収する。その金額は、ホロジッ
ク社がサイノシュアー社の買収時に支
払った16億ドルの10分の1未満である。

「2017年に当社が買収してからのサイ
ノシュアー社の業績は、当社の期待を
大きく下回っていた」と、ホロジック
社のCEOを務めるスティーブ・マクミ
ラン氏（Steve MacMillan）は声明で述
べた。業績が振るわなかった理由の1
つは、FDAが2018年に、「膣の若返り」
を謳ったエネルギーベースの処置全般
について警告を発行し、その処置を対
象としたサイノシュアー社の「Mona 
Lisa Touch」レーザシステムを認可し

なかったことにある。ボストングロー
ブ紙（Boston Globe）によると、同社は、
同製品の対象用途を絞ってマーケティ
ングを行い、別の類似製品の供給を一
時的に停止するなどして、その状況に
対応したという。

FDAのガイダンスと承認
　レーザ関連のFDAの動きとしては、
美容／医療に適用されるレーザ装置を
対象とした、互いに矛盾する米国規格
と国際規格に関するガイダンスが、5
月初頭に発行された。このガイダンス

（Laser Products –Conformance with 
IEC 60825-1 Ed. 3 and IEC 60601-2-
22 Ed. 3.1）には、FDAは、国際電気
標準会議（International Electro techni-
cal Commission：IEC）の規格への適合
によって適正な保護が得られると判断し
たため、IECの特定の項に適合するメー
カーに対し、FDA独自の要求事項を課
さないことが説明されている。FDAは、
最終的には同局の要求事項をIECのも
のに合わせて、装置固有の基準の普遍
集合を提供するつもりである。

図8　アンジオダイナミクス社は、エキシモ・
メディカル社の買収を発表した。買収に伴い、
エキシモ社が専有する、末梢動脈疾患（PAD）
の治療法として510（k）の認可を取得済み
の355nmレーザ技術を取得した。この技術
は、優れた精度、安全性、効率を備え、従来
のアテローム切除装置に置き換わると期待さ
れている。
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　またFDAは、美容と医療の用途に適
用される多数のレーザ製品を認可した。
　4月には、ニプロ傘下の米インフレ
アードX社（Infraredx）が、 同 社 の

「 Makoto Intravascular Imag ing 
System」の適用範囲表示を拡大する
ための米国のFDA 510（k）認可を取
得したと発表した。認可は、44の施
設において1563人の患者を対象に実
施 さ れ た、Lipid-Rich Plaque（LRP、
脂質に富むプラーク）研究として知ら
れる研究調査プロジェクトの結果に基
づいている。この研究では、脂質コア
プラーク（Lipid Core Plaque：LCP）の
検出に、近赤外分光法（near-infrared 
ectroscopy：NIRS）を適用し、血管内
超音波（intravascular ultra sound：IV 
US）技術と組み合わせることにより、
主要心血管イベント（Major Ad ver se 
Cardiac Event：MACE）のリスクが高
い患者と冠動脈プラークを特定できる
ことが実証された。ニューヨーク・プレ
スビテリアン病院／コロンビア大医療セ
ンター（New York Presbyterian Hos-
pital/Columbia Uni ver sity Medi cal 
Center）の所長を務めるグレッグ・W・
ストーン医師（Gregg W. Stone, MD）
は、この技術は、高リスク患者の予後
を改善するための新しい治療法の開発
を可能にすると期待されると述べた。
　7月には米エルコニア社（Erchonia）
が、慢性的で侵害性の筋骨格痛を一時
的に緩和する低レベルレーザ「FX 
635」を販売するための510（k）認可を
取得した。認可が下りたのは、255人
の患者を対象としたプラセボ対照二重
盲検臨床試験の結果を提出したためで
ある。そこには、FX 635による処置
を受けた患者の処置後の痛みが、補助
療法なしで平均で49%緩和されたこと
が報告されていた。エルコニア社副社
長を務めるチャーリー・シャンクス氏

（Charlie Shanks）は、その他のFDA
認可はすべて、体の特定部位を対象と
したもので、「レベル1の臨床データに
基づいて全身への適用が認められてい
るのは、現時点でエルコニア社だけで
ある」と述べた。ただし、今回の認可は、
同社のこれまでのレベル1の盲検比較
臨床試験（慢性的な首と肩の痛みを対
象とした2002年のもの、足裏筋膜炎
の痛みを対象とした2014年のもの、
腰痛を対象とした2018年のもの）に基
づいている。エルコニア社は2004年
と2008年にも、術後の痛みを対象と
した510（k）認可を取得しているが、
それらは慢性痛ではなく急性痛を対象
としたものであるため、今回の申請に
は含まれていなかった。
　同社はこの結果を、2018年にJAMA 
誌で発表されたSPACEランダム化臨
床試験と比較した。その臨床試験では、
慢性的な筋骨格痛全般の治療に対する
オピオイドと非オピオイドの鎮痛薬

（主にNSAID）の効果を比較し、オピ

オイド鎮痛薬を3カ月間投与した場合
に痛みが20%しか緩和されなかったの
に対し、非オピオイド鎮痛薬では26%
緩和したことが示された。その研究で
は、運動、理学療法、カイロプラクテ
ィック治療など、多数の補助療法も行
われた。
　エルコニア社は10月に、同年2度目
となるFDA 510（k）認可の取得を発
表した。こちらは、首と肩の慢性的な
筋骨格痛を一時的に緩和する紫色光レ
ーザ「EVRL」の販売を承認するもの
である（図9）。エルコニア社によると、
紫色光はそれまで、皮膚病にしか適用
されていなかったという。赤色と紫色
の両方のダイオードを同時に作動した
場合のEVRLの有効性を確認すること
を目的に、補助療法を併用せずに、レ
ーザを13分間適用した場合の効果を
調べる研究調査が実施された。FDA
は、痛みが30%緩和されればその被験
者を成功事例とみなすと定めている
が、その研究調査では、すべての被験

図９　エルコニア社は、2019年の2度目となるFDA 510（k）認可の取得を発表した。首と
肩の慢性的な筋骨格痛の一時的な緩和に対し、紫色光レーザ「EVRL」を使用することが承認さ
れた。EVRLの有効性を確認することを目的とした研究調査では、平均で6年以上にわたって慢
性的な痛みを抱え続けてきた被験者さえもが、たった1回の治療によってその痛みを著しく緩和
することができた。



者に痛みの緩和が見られ（平均で50%
緩和）、多くの被験者が可動域も拡大
したと報告した。「この研究結果の素
晴らしさをさらに物語っているのは、
痛みの持続期間が平均で76.58カ月だ
ったことである。被験者らは平均で6
年以上にわたって慢性的な痛みを抱え
ていたが、エルコニア社のEVRLレー
ザによるたった1回の治療によって、
その痛みを著しく緩和することができ
た」と、同社社長のスティーブン・シャ
ンクス氏（Steven Shanks）は述べた。
　一方、米LAP LLC社は9月、同社
の「Apollo MR3T」が、このクラスと
して最初の（また、これまでのところ
唯一の）FDA 510（k）認可取得製品に
なったと発表した。この磁気共鳴

（Magnetic Resonance：MR）対応レー
ザは、放射線治療適用前の患者の高精
度な位置決めに用いられる。Apollo 
MR3Tは、単体レーザとして、または、
カスタマイズされたレーザブリッジと
して提供される。
　同じく9月、韓国の医療機器メーカ
ーであるウォンテック社（WONTECH）
は、「Holinwon Prima」（同社による
と韓国で開発された初めてのホルミウ
ムレーザ医療機器であるという）の、

前立腺肥大症（Benign Prostate Hy-
per plasia：BPH）の治療、髄核ヘルニ
ア（Herniated Nucleus Pulposus：
HNP）などの脊椎脊髄疾患の内視鏡手
術、尿路からの結石除去などに対する
適用が、FDAによって承認されたと
発表した（図10）。同社は、Ho:LEP手
術の世界的権威であるソウル大学病院

（Seoul National University Hospital：
SNUH）のオ・スンジュン教授（Seung-
jun Oh）とともに、同社の「Holinwon 
Pro」シリーズを開発した。ウォンテッ
ク社は、60カ国に製品を輸出している
という。
　自社を歯科用レーザのグローバルリ
ーダーと位置づける米バイオレース社

（Biolase）は12月、歯科衛生士が歯科
衛生士のために設計したシステムであ
る同社の「Epic Hygiene」が、FDA 
510（k）認可を取得したことを発表し
た。このシステムは、歯科衛生士によ
る低侵襲で実質的に無痛の非外科的歯
周病治療を可能にし、処置時間を短縮
するだけでなく、治癒を迅速化する。
　米ジョンソン・エンド・ジョンソン・ビ
ジョン社（Johnson & Johnson Vision）
が10月に取得したFDA承認は、レー
ザ製品に関するものではないが、レー

ザ処置に直接的に影響を与えるもので
ある。FDAは、同社の「iDESIGN Re 
fractive Studio」ソフトウエアを、ウ
ェーブフロント・ガイデッドのレーザ屈
折 矯 正 角 膜 切 除 術（photorefractive 
keratectomy：PRK）に適用することを
承認した。2019年度の米国眼科学会

（American Academy of Ophthal molo-
gy）カンファレンスで新しい臨床データ
が発表され、同ソフトウエアによって
術後6カ月の時点で、患者の99%が
20/16以上の非矯正両眼視力を達成し、
被験者の99%が自分の視力に非常に満
足または完全に満足していると感じた
ことが報告された。「これは、真にパー
ソナライズされたレーザ視力矯正に向
けた患者の選択肢を拡大し、この素晴
らしい技術のさらなる普及につながる
扉を開く」と、米国の医療機関インラ
ンド・アイ・インスティテュート（Inland 
Eye Institute）所長のクリストファー・
ブラントン医師（Christopher Blanton, 
MD）は述べた。
　また、FDAの認可が下りると予想さ
れる動きとして、米コンバージョン・ラ
ブズ社（Conversion Labs）が、同社の
育毛促進シャンプーとコンディショナー
のシリーズを補完するように設計され
た、毛髪再生用の携帯型フォトバイオ
モジュレーション機器である「Shapiro 
MD Laser Cap System」の510（k）申
請書を提出したことを発表した。「米国
で臨床実証／臨床試験済みの脱毛用製
品の最も堅牢なポートフォリオ」を構築
することを目的としていると、コンバー
ジョン・ラブズ社の最高技術責任者

（CTO）兼最高執行責任者（COO）を務
めるステファン・ガルッピ氏（Stefan 
Galluppi）は述 べた。 同 氏 は、Laser 
Capが「今後12カ月間の売上高増加に
有意に貢献する」と期待している。
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図１０　韓国のウォンテック
社 は、「Holinwon Prima」

（韓国で開発された初めての
ホルミウムレーザ医療機器と
報じられている）の、前立腺
肥大症の治療、髄核ヘルニア
などの脊椎脊髄疾患の内視鏡
手術、尿路結石の除去などに
対する適用が、FDAによっ
て承認されたと発表した。


